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令和３年度 

港区立赤羽小学校 学校経営計画 

 

港区立赤羽小学校 校長 宮﨑 直人 

 

東京都教育委員会及び港区教育ビジョン、港区学校教育推進計画等に基づき、赤

羽小学校の教育目標の達成を目指し、学校経営を推進する。 

今年度、本校は、創立９５周年の節目を迎える。９５年の歴史と伝統によって培われ

た校風を十分に生かすとともに、社会の急激な変化や様々な人々との関わりの中に

おいて、子供たちがよりよく生きていくために、一人ひとりのよさや可能性を伸ばし、

自分に自信をもち、主体的に行動し、意欲的に学ぶことができるよう、質の高い特色

ある教育活動を推進する。 

  今年度は、昨年度に引き続き、教育目標の第一に掲げている「豊かな心」の育成

に重点的に取り組む。 

そして、子供たちが生き生きと学び、保護者に信頼され、地域に愛される、開かれた

学校づくりを推進していく。 

 

１ 教育目標 

人間尊重の精神を基調とし、健康で知性と感性に富み、広く社会において信頼さ

れる人間性豊かな品性のある児童の育成を目指し、目標を設定する。 

 

 

 

 

 

２ 学校の教育目標を達成するための基本方針 

 

 

港区学校教育推進計画に示されている目指すべき児童の姿である、 

「夢と生きがいをもち、自ら学び、考え、行動し、未来を創造する子ども」を踏まえ、 

「豊かな知性と感性、たくましい心と体をもった児童」を本校の目指す児童像に掲

げる。 

学習意欲を喚起し、自ら進んで学び、めあてを達成し、自信を付け、自分の力でで

きることを増やし自立する児童を育成するために、以下のことを学校教育の基本方針

とする。 

 

目指す児童像 : 豊かな知性と感性、たくましい心と体をもった児童 

○ 人や自然を愛し、豊かな心をもつ子    （やさしい子）  

 ○ 進んで考え、創意工夫する子         （かんがえる子） 

 ○ 心も体も健康な、元気な子           （げんきな子）  
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（１）カリキュラム・マネジメントの充実 

① 社会に開かれた教育課程の理念に基づき、地域人材の積極的な活用と地域

での社会体験等の学校と地域の双方向の開かれた教育活動を取り入れること

により、様々な人と関わり地域に対する愛着を育む教育を推進する。 

② 三田アカデミー（三田中学校、芝小学校、赤羽小学校、御田小学校、赤羽幼

稚園）において、地域で連携を図り幼・小中一貫教育の充実を図る。  

 

（２）主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

① 学習指導要領を踏まえた指導を行い、習得・活用・探究という学習プロセス

の中で、主体的に判断し、他者との対話や議論を通じて協働し、自ら問題を発

見・解決し、新たなものを創り出す児童の育成を図る。 

② 児童一人ひとりの習熟の程度に応じて、ＴＴ・少人数指導及びＩＣＴ機器等を

活用した学習活動を工夫し個々の児童に適し指導を行い、基礎的・基本的な

知識・理解の定着を図る。 

③ 教師が全校や集団へ働きかけ、学び合いと向上心に満ちた前向きな態度を

養うとともに、多様な関わりがある学習や生活の場面において、相互啓発によ

る学力の向上を図る。 

④ 特別な支援を必要とする児童に対しては、特別支援教室等を活用して一人ひ

とりの児童の特性に応じたきめ細かな指導を行う。 

 

（３） 生きる力を育む教育活動の充実 

① 国際社会や社会生活において必要な礼儀や挨拶、感謝の心を育成し、公徳

心と社会規範を身に付けた人格の形成を図る。 

② 自他を尊重する人権教育を重視することで、自分や他の人を尊重する態度を

育成するとともに、誰に対しても思いやりをもって接するなど豊かな心を育成す

る。 

③ 子どもの人権を尊重し、いじめ防止対策委員会等、関係機関と連携し、いじ

めや不登校の未然防止や早期解消を図る。 

④ 心身の健康保持増進と体力向上のために、体育学習や食育の充実を図ると

ともに、オリンピック・パラリンピック教育を推進し、運動やスポーツに親しむ能

力や態度を育成し、豊かなスポーツライフの実現を目指す素地を育成する。 

 

３ 目指す学校の姿 

目指す子供像である「豊かな知性と感性、たくましい心とからだをもった子供」を実

現するためには、児童が、日常の学習や生活の中で、自信をもち、主体的・意欲的に

学ぶことを通して、自己肯定感や自尊感情を高め、他者を尊敬する態度を身に付けさ
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せることが必要である。 

そこで、今年度の重点を 

 

 

 

として、学校経営を進めていく。 

日常の生活や学習の様々な場面で、目標をもって課題に挑戦し、達成感を味わわ

せるという経験や、他の人の喜びや悲しみを理解し、その人の立場に立って考えると

いった経験を積み重ねることが必要である。 

児童が、他者との関わりや様々な体験を通して、自尊感情や自己肯定感や他の人

を尊敬する態度を育成するとともに、助け合いや思いやりの心、多様性への理解、違

いを認めて受容する能力、協力的・建設的に問題解決に取り組む能力、コミュニケー

ション能力など、児童が、「自分の大切さとともに、他の人の大切さを認めることがで

きる」ようになるために必要な様々な資質・能力を全ての教育活動を通じて育んでい

く。 

そのために、次のような学校を目指す。 

 

【あたたかい学校】 一人ひとりのよさを認め合い、互いに励まし合う学校 

教師と児童との信頼関係や児童同士のよりよい関係を基盤として、一人ひとりのよ

さを認め合い、自己肯定感を育てるとともに、子供同士の豊かな人間関係を築き、思

いやりのある心を育てる。 

 

【落ち着いた学校】 あいさつ・返事・聞く態度・規範意識を備えた品格のある学校 

明るい挨拶と品格のある行動ができるようにする。自分が何をすればよいのか、ま

た、自分に何ができるのかを考え、進んで約束やきまりを守って行動する態度を養う。 

 

【学ぶ喜びのある学校】 分かった・できたことが増える学校 

自ら主体的に学習に取り組む態度を養うとともに、基礎的・基本的な知識・技能を

確実に習得させ、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表

現力を育む。 

 

【信頼される学校】 地域とともにあり、地域に開かれた学校 

地域の人との交流活動や地域の施設を活用した学習など、地域と関わりをもつこ

とができるよう様々な体験活動を推進し、豊かな人間性をはぐくむ。 

 

 

豊かな心をもち、自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができる児童の育成 

「心とからだを健やかに人のためになる赤羽の子」 
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学習や生活のめあて 

 児童に、学習や生活のめあてをもたせ、「学びの約束」の徹底を図ることにより、落

ち着いて学習するとともに、学校生活を送ることができるようにする。 

 

 

 

（期待される児童の姿） 

○ 学校や地域で自から進んで挨拶や返事をすることができる児童 

○ 全校朝会・全校集会・日々の授業等において、人の話をしっかりと聞くことので

きる児童 

○ 自分の考えを整理し、正しい言葉遣いで話すことのできる児童 

○ ノート等に丁寧に字などを書くことのできる児童 

○ 落ち着いて、意欲的に学習することができる児童 

 

４ 中・長期的な経営課題 

（１） 子供たちに豊かな心を育むために 

   今年度の校内研究を、昨年度に引き続き、「豊かな心を育てる」として、児童が豊

かな心をもつことができるよう、道徳教育や体験活動、多様な表現や鑑賞の活動

等を通して、豊かな心や創造性の涵養を目指した教育の充実に努める。 

 

（２） 子供一人ひとりの個性や能力を伸ばすために 

① 「学ぶ姿勢」を確立し、基礎・基本の確実な定着を図り、指導方法の工夫・改

善を図る。 

② 子供一人ひとりの教育的ニーズを把握し、一人ひとりに適切な指導を図る。 

③ 毎年、全ての学年で学級編成替えを行い、児童同士のよりよい関係を構築し、

相互理解を図る。 

 

（３） 健康と体力を向上するために 

① 基礎的な生活習慣の確立と健康な生活リズムの定着を図る。早起き・早寝・

朝ごはんを推進し、規則正しい生活リズムを確立できるよう、保護者に協力を

お願いする。 

② 朝マラソン、縄跳び月間、持久走記録会、昼休みや放課後等の遊びなどを通

して体力の向上を図る。 

③ 体力調査等から体力向上の具体案を提出し改善を図る。 

④ オリンピック・パラリンピック教育を計画的に実施する。 

 

あいさつ・返事・ありがとう・しっかり聞いて・ていねいな文字 
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（４） 安心・安全な学校にするために 

① 校内の事故やけがを減少させるため、生活指導の充実や施設の改善を進め

る。 

② 様々な状況を想定した避難訓練を実施し、状況に応じた避難の仕方を身に付

けさせる。 

③ 防犯のための研修や訓練などを充実させる。 

④ 近隣において工事が長期間行われていることを踏まえ、交通安全指導を徹底

させる。 

⑤ いじめ等の防止に向け、子供へのアンケートや面談を定期的に実施するとと

もに、人権教育を推進する。また、校内委員会を設置し関係機関・地域と連携

した組織を作り、いじめ及び不登校等の問題の未然防止の教育や、早期対応

の方策を協議する。 

 

（５） 特別支援教育の充実のために 

① 特別に支援を必要とする児童を対象に、生活面や学習面での困難を克服・改

善するために、特別支援教室（教室名：赤羽ルーム）の指導内容をより一層充

実させる。 

② 特別支援教室では、個別あるいは少人数指導を基本とし、巡回指導教員によ

り指導を行う。 

 

（６）地域と共に歩むために 

① 学校・保護者・地域で協働しながら、共に児童の育成を図るために、「地域学

校協働本部」の活動をより一層充実させることにより、地域の教育力を学校に

生かす。 

② 地域と共に防災訓練を実施し、災害時の対応を推進する。 

③ 赤羽幼稚園との連携した教育を推進するとともに、三田アカデミーにおける

幼・小中一貫教育を推進する。（※ P１０,P1１に、「幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿」を参考資料として載せています。） 

 

（７）赤羽小学校の改築に向けて 

① 新校舎の基本設計を踏まえ、保護者・地域への周知や説明を港区教育委員

会と連携して進めていく。 

② 校舎改築に伴い、登下校等における児童の安全確保のために、建設業者等

との協議を行うとともに、交通安全に関する指導をより一層充実させる。 

③ 新校舎完成後の運営をスムーズに行うことができるよう、新校舎の運営方法

について検討する。また、北側敷地（校庭・プール）の工事期間（令和５年４月
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から令和８年３月までの３年間）における「運動会」や「プール指導」等につい

て、実施内容や実施方法を検討する。 

 

（８）働き方改革の推進 

   教職員の働き方改革を推進するために、以下の取り組みを実施する。 

   ① ペーパーレス化の推進 

     「学年だより」等、保護者に配布する手紙や教職員の会議の資料等について

は、紙に印刷することをできるだけ少なくすることで、資源を有効活用するととも

に、仕事の効率化を図る。 

② 閉庁日・定時退庁日の設定 

  毎週水曜日の定時退庁日や長期休業期間中などの「閉庁日」の設定により、

教職員のワークライフバランスの充実を図る。 

③ 留守番電話の設置、メールの活用 

  午前８時以前、午後７時以降は、留守番電話とする。また、児童の欠席連絡な

どに、学校のメールを活用する。 

 

５ 令和３年度の指導の重点 

（1） 各教科、特別の教科 道徳、特別活動、総合的な学習の時間、オリンピック・パ

ラリンピック教育、国際理解教育、特別支援教育、言語能力の育成、情報活用能

力の育成 

  ① 各教科 

・ 言語活動・理数教育・体験活動等の充実を図り、習得・活用・探究の学習プロセ

スの中で、問題発見・解決を念頭に置いた主体的・対話的で深い学びの実現を

図る。 

・ 全教科において、「児童がどのような力を身に付けるか」、「どのように学び、深

め、広げていくか」を明確にし、授業のＰＤCＡサイクルを推進し、教員の指導力の

向上を図る。 

・ 保幼小、小中の接続を見据え、「小学校入学前教育カリキュラム」や「５歳児指

導ポイント集」「MINATOカリキュラム」に基づきスタートカリキュラムを作成・活

用し、授業を計画的・系統的に進め、確かな学力の定着を図る。 

・ 算数少人数習熟度別指導においては、「東京方式習熟度別指導ガイドライン」

に基づき、児童の実態に応じた補充的な学習や、学び方や考え方の育成を図る

ため発展的な学習内容の充実に努めるなど、個に応じた指導の工夫・改善を図

る。 

・ サイエンスアシスタントやみなと科学館を活用し、観察や実験等を通して科学的

に探究する学習活動を充実させ、理数教育への興味・関心、学習意欲を高める。 
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・ タブレット端末を活用した学習活動のあり方を工夫・改善し、児童の「個別最適

化された学び」の実現に努める。 

・ 関係機関と連携し租税教室等を実施し、社会や国の在り方を主体的に考え、社

会を支える一員としての意識を高める。 

・ 学校だよりやホームページ、タブレット端末等を活用し、家庭と連携して計画的な

家庭学習を促し、家庭における学習習慣の定着を図る。 

 ② 特別の教科 道徳 

・ 「特別の教科 道徳」を要として学校の教育活動全体を通して道徳的な判断力、

心情、実践意欲と態度を養う。 

・ 自他を尊重し生命を大切にする思いやりの心を養い、自己の生き方を考える態

度や公共の精神を学び、規範意識を高める指導を充実する。 

・ 学校の教育活動全体を通して、友達同士のよさや違いを認め合う心や人権を尊

重する心情と人間関係を築く力を育て、ともに生きる実践的な態度や社会参画

への意欲や態度を育てる。 

・ 道徳教育推進教師を中心に、児童が自己の生き方を見つめながら、道徳的価値

に根差した問題について、多様な視点から考えを交流することを通して、一人ひ

とりの児童がよりよい生き方を考えていく授業を推進する。 

・ 「特別の教科 道徳」の評価については、児童一人ひとりの成長を認め励ますた

めの個人内評価とする。児童の行動や発言から、道徳の内容項目に結び付いた

ものを取り上げて、児童の変容や具体的な状況を捉え、児童が自らの成長を実

感し、更に意欲的に取り組もうとする心情を育む。 

 ③ 特別活動 

・ 特色ある学校行事や異年齢集団活動による交流活動を充実させ、集団への所

属意識を高め、自分や友達のよさを認め合い、互いに協力し助け合う温かい人

間関係を育む。 

・ 児童の創意を生かした児童会活動や学年・学級活動を充実させ、自主的・実践

的態度を育てる。 

・ 自主的・実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会にお

ける生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、自己の生き方についての考

えを深め、自己実現を図ろうとする態度を育てる。 

・ 国旗及び国歌については、儀式的行事を中心に計画的に指導していく。 

 ④ 総合的な学習の時間 

・ 実社会や実生活の中から問いを見出し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・

分析して、まとめ・表現することができるようにする。 

・ 国際理解教育、情報教育、福祉教育等に関する学習を、地域人材や施設の活用

を充実させながら実施し、探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、
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児童が互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画しようとする態度を育む。 

・ 身の回りの社会や環境を主体的・実践的に調べ、社会や環境との関係性につい

て理解を深め、多面的総合的に考える力、他者と協働する力等、将来において持

続可能な社会をつくる資質や能力及び態度を育む。 

 ⑤ オリンピック・パラリンピック教育 

・ オリンピック・パラリンピック教育の４つのテーマと４つのアクションを組み合わせ

た取組を計画し、育成すべき５つの資質のうち、「障害者理解」と「豊かな国際感

覚」「ボランティアマインド」を重点に、近隣の大使館との交流や障害者スポーツ

の体験等を通して、国際理解、障害者理解を深め、共生社会の実現や国際社会

の平和と発展に貢献できる児童の育成を図る。 

・ スポーツを通した心身の調和的発達を図るとともに、進んで平和な社会の実現

に貢献できる児童を育成する。 

 

⑥ 国際理解教育 

・ ＮＴと担任との授業における連携を深めるなど、国際科の学習の充実を図り、異

文化理解を深め、実践的コミュニケーション能力の育成を図り、国際人としての

資質を養う。また、伝統文化体験等を通して、我が国の伝統や文化を尊重する心

情を培う。 

・ 外国語の背景にある諸外国の文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、

主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を培う。 

⑦ 特別支援教育 

・ 個々の児童の多様な課題の解決に向け、特別支援校内委員会を中心に教職員

間で情報を共有するとともに、必要に応じて関係機関と連携してケース会議等を

設け、組織的な対応を行う。 

・ 一人ひとりの教育的ニーズに応じた、個別の教育支援計画及び個別指導計画

を作成し、学級担任、特別支援教育コーディネーター、巡回指導教員、特別支援

教室専門員等が連携し、個々の特性を踏まえた指導を行う。 

 ⑧ 言語能力の育成 

・ 言語環境等を整えるとともに、国語科を要とし、各教科等の特質に応じて、体験

から感じ取ったことを表現することや、互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団

の考えを発展させることを通して、言語能力の育成を図る。 

・ 朝読書の時間を設定する等、読書活動に充実を図り、学校全体で児童の読書習

慣の定着を目指す。また、読み聞かせの活動を取り入れ、聞く力を育成し、読解

力の向上に取り組む。 

・ 学校司書等と連携を図り、国語科における読み物や調べ学習の資料等を充実さ

せ、各教科等の授業において学校図書館を活用する。 
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  ⑨ 情報活用能力の育成 

・ GIGA スクール構想に基づき、児童に一人一台配備されたタブレット端末の基

本的な操作方法を身に付けさせるとともに、ＳＮＳルール等を活用し情報モラル

の向上を図る。またプログラミング的思考を身に付けさせるために、プログラミン

グの学習活動を計画的に実施する。 

⑩ その他特色ある教育活動 

・ 地域学校協働本部を充実することを通して、学校・家庭・地域が一体となって、

地域ぐるみで児童を育てる環境を整備する。 

・ 昔から伝わる遊びや行事、詩歌、音楽など日本に伝わる伝統文化を学ぶ機会を

設ける。 

 

 

 

（2）生活指導・進路指導・健康・安全・食に関する指導 

  ① 生活指導 

  ・ 「あいさつ・返事・ありがとう・しっかり聞いて・ていねいな文字」を学習・生活の

スローガンに掲げ、日常の実践を積み重ねることにより、礼節ある態度と学ぶ姿

勢を育成する。 

・ 全教職員が、児童の学習規律と基本的な生活習慣の定着を図るため「あかばね

のよい子」の共通理解を図る。児童自ら約束やきまりの大切さに気付き、自ら守

ろうとする態度を育む。 

・ 「赤羽小学校いじめ防止基本方針」を踏まえ、「いじめは人間として絶対に許さ

れない」という意識を児童一人ひとりに徹底させるとともに「いじめに関するアン

ケート」を毎月行い、実態把握に努める。また、いじめ防止対策委員会を設置し、

いじめや不登校の未然防止や早期発見に努め、全教職員が一丸となって組織的

な対応を行い、早期対応・早期解決に努める。 

  ② 進路指導 

・ キャリア・パスポートを活用して自らの学習状況やキャリア形成を見通したり振り

返ったりする活動を通して、望ましい人間関係を築きながら、夢や目標をもって生

きようとする態度や自己の生き方を考える力を育成し、児童一人ひとりに望まし

い職業観・勤労観を育むキャリア教育の推進を図る。 

③ 健康・安全・食に関する指導 

・ 「健康観察」「マスクの着用」「手洗い」「ソーシャルディスタンス」等の新型コロ

ナウィルス感染症対策を徹底するとともに、児童が健康の保持、増進のために自

ら判断し適切な行動選択ができる力を育てる。 

・ 体力調査の結果を活用し児童に自己の体力面における課題を発見させるととも
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に、朝マラソンや縄跳び月間を設定し体力づくりに取り組むことで体力向上を図

り運動好きの児童を育成する。 

・ 学校薬剤師と連携した薬物乱用防止教室や関係機関と連携した交通安全教室、

セーフティ教室等の充実を図ることでにより身の健康教育を推進するとともに、

主体的に安全な生活をする能力を育成し、実践的な態度を養う。 

・ 大地震を想定し地域と協力して合同防災訓練を行う。また、Jアラートによる警報

発令に対応する訓練を実施し、身の周りの危険を予測・回避し、主体的に安全な

生活をする態度を育成する。 

・ 学校栄養士と連携して各教科や特別活動で食育授業を実施したり、保護者向け

に給食通信を発行したりする等、食育を推進し、児童に食に関する正しい知識と

望ましい食習慣を身に付けさせる。 
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（参考資料） 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、幼児の幼稚園修了時の具体的な姿

の方向性であり、教師が指導を行う際に考慮するものである。 

 

（1）健康な心と体 

幼稚園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に

働かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 

 

（2） 自立心 

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを

自覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げるこ

とで達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。 

 

（3） 協同性 

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、

考えたり、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。 

 

（4） 道徳性・規範意識の芽生え 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を

振り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するようになる。

また、きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けな

がら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。 

 

（5） 社会生活との関わり 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、

人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜び

を感じ、地域に親しみをもつようになる。また、幼稚園内外の様々な環境に関わる中

で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝え合っ

たり、活用したりするなど、情報を役立てながら活動するようになるとともに、公共の

施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するようになる。 
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（6） 思考力の芽生え 

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付

いたりし、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむようにな

る。また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自

ら判断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、自

分の考えをよりよいものにするようになる。 

 

（7） 自然との関わり・生命尊重 

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究

心をもって考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自

然への愛情や畏敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、

生命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるものとして

いたわり、大切にする気持ちをもって関わるようになる。 

 

（8） 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識

や文字の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、

感覚をもつようになる。 

 

（9） 言葉による伝え合い 

先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や

表現を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意

して聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

 

（10） 豊かな感性と表現 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の

仕方などに気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現す

る過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 

 

 

 

 


